
坂本 和一教授 略歴・主要研究業績

年 月 日

（学歴）

年３月

石川県に生まれる。

京都大学経済学部卒業

略 歴

年３月

年３月

年９月

（職歴）

年４月

年９月

年４月

京都大学大学院経済学研究

京都大学大学院経済学研究

経済学博士（京都大学）

立命館大学経済学部専任講

立命館大学経済学部助教授

立命館大学経済学部教授

科修士課程終了

科博士課程単位取得

師

年７月

年４月

年４月

年４月

年１月

年４月

ハーバード大学フェアバン

ーク大学経済学部客員研究

立命館大学教学部長（

学校法人立命館常務理事

学校法人立命館副総長・立

学校法人立命館副総長・立

学校法人立命館副総長・立

ク東アジア研究センター客員

員（ 年９月）

年３月）

（教学担当）（ 年３月）

命館大学副学長

命館アジア太平洋大学学長

命館大学副学長

研究員およびニューヨ

年３月

年４月

（受賞歴）

年３月

年 月

立命館大学定年退職

立命館大学特任教授・大学

第２回テレコム社会科学賞

ヴァ書房， 年）

平成 年度大分合同新聞文

評価委員会委員長・大学評価

（対象業績『 ―経営戦

化賞特別賞

室長，現在に至る。

略と組織改革』ミネル

（著書）

年８月

年 月

主

『現代巨大企業の生産過程

『現代資本主義の生産様式

要研究業績

』有 閣（博士学位論文）

』青木書店

（ ）



年９月

年９月

年３月

坂本和一

『現代巨大企業と独占』

『現代巨大企業の構造理

『新経済学の基礎』（共編

略歴・主要研究業績（坂本）

青木書店

論』青木書店

著）有 閣

年４月

年 月

年９月

年４月

年４月

年６月

『技術革新と企業構造』

『 ―経営戦略と組

受賞）

『現代日本の企業グルー

『現代工業経済論』有

『 の組織革新』法律

『 世紀システム―資本

（編著）ミネルヴァ書房

織改革』ミネルヴァ書房（第

プ』（編著）東洋経済新報社

閣

文化社

主義の新段階』東洋経済新報

２回テレコム社会科学賞

社

年 月

年４月

年 月

年４月

年９月

年 月

年 月

『コンピュータ産業―ガ

『新しい企業組織モデル

『新版 の組織革新』

『アジア太平洋のエポッ

『アジア太平洋時代の創

『鉄はいかにしてつくら

リヴァ支配の終焉』有 閣

を求めて』晃洋書房

法律文化社

ク』（編著）法律文化社

造』法律文化社

れてきたか』法律文化社

（論文）

年４月

年２月

年８月

「独占成立期における工

ジ

「イギリス産業革命期に

号， ページ

「製鉄業における機械体

ジ

場制度の発展」『経済論叢』

おける製鉄業技術の発展段階

系の確立過程」『経済論叢』

第 巻第４号， ペー

」『経済論叢』第 巻第２

第 巻第２号， ペー

年７月

年 月

年８月

年４月

「錬鉄時代におけるイギ

ページ

「 世紀中葉における資

ページ

「研究ノート・独占段階

済学』第 巻第２・３号

「独占段階の独自的・資

リス製鉄業の生産構造」『土

本の直接的生産過程」『経済

成立期の資本制的労働過程…

， ページ

本制的生産様式」『立命館経

地制度史学』第 号，

論叢』第 巻第５号，

鉄鋼業の場合」『立命館経

済学』第 巻第１号，

年８月

年 月

年４月

ページ

「独占段階の独自的・資

巻第３号， ページ

「独占段階の独自的・資

的分析 」『立命館経済

「独占段階の独自的・資

本制的生産様式と資本蓄積過

本制的生産様式の形成―八幡

学』第 巻第５号， ペー

本制的生産様式の形成―八幡

程」『立命館経済学』第

製鉄所を事例とする具体

ジ

製鉄所を事例とする具体

（ ）



年６月

年８月

立命館経済

的分析 」『立命館経済学

「独占利潤論の論理構成」

「独占段階の独自的・資本

学（第 巻・第３号）

』第 巻第１号， ペー

『立命館経済学』第 巻第２号

制的生産様式の形成―八幡製

ジ

， ページ

鉄所を事例とする具体

年 月

年 月

年２月

年 月

的分析 」『立命館経済学

「製鉄工場」堀江英一編『

「独占段階の独自的・資本

的分析 」『立命館経済学

「現代巨大企業における社

巻第５・６号， ペー

「研究ノート・『資本論』に

』第 巻第３号， ペー

イギリス工場制度の成立』第

制的生産様式の形成―八幡製

』第 巻第４号， ページ

会的労働過程のプロセス構造

ジ

おける産業資本の直接的生産

ジ

２章， ページ

鉄所を事例とする具体

」『立命館経済学』第

過程」『立命館経済学』

年 月

年５月

年４月

年 月

年６月

第 巻第３・４号，

「現代巨大生産単位におけ

場合」『立命館経済学』第

「相対的過剰価値の生産―

「現代巨大生産単位の生産

学』第 巻第１号，

「現代巨大企業の生産機構

「戦後日本資本主義と『技

ページ

る労働者の存在構造―現在日

巻第４号， ページ

解説」『経済』 年５月号

方式―現代の大量生産方式

ページ

」『立命館経済学』第 巻第４

術革新』」『科学と思想』

本の銑鋼一貫製鉄所の

について」『立命館経済

号， ページ

， ページ

年８月

年７月

年７月

年 月

「巨大企業分析と『生産の

ページ

「『堀江英一著作集・第４巻

作集』青木書店，第４巻，

「生産の社会化の諸段階―

『資本論を学ぶ（ ）』有

「戦後工業の発展」塩沢君

集積』概念の展開」『立命館経

産業資本主義の構造理論

ページ

『資本論』第４編第 章

閣，第８章， ページ

夫・後藤靖編『日本経済史』

済学』第 巻３号，

』―解説」『堀江英一著

における論理と歴史」

有 閣，第９章第 節，

年４月

年６月

年２月

ページ

「現代企業の生産機構」谷

ァ書房，第１巻「現代企業

「読書ノート・中村清治著

ページ

「研究ノート・現代資本主

ページ

田庄三・前川恭一編『講座・

の基礎理論」第１章，

『技術論入門』（有 閣）」

義の生産力発展段階」『立命館

経営経済学』ミネルヴ

ページ

『現代と思想』 ，

経済学』第 巻第６号，

年３月

年４月

年 月

年２月

「現代企業グループ論の展

「資料・現代アメリカ鉄鋼

ページ

「解説・『資本論』第１巻第

ージ

「戦後アメリカ巨大企業の

開方向」『現代と思想』

業の生産構造」『立命館経済

章」『解説資本論 』

組織変革―マトリックス組織

， ページ

学』第 巻第１号，

有 閣新書， ペ

の形成とその意義」『立

（ ）



年４月

坂本和一

命館経済学』第 巻第６

「書評・戸木田嘉久ほか

年４月号

略歴・主要研究業績（坂本）

号， ページ

著『巨大工場と労働者階級』（新日本出版社）」『経済』

年６月

年 月

年４月

年６月

「アメリカ巨大企業

ページ

「マルクス経済学におけ

５号， ページ

「アメリカ巨大企業

ページ

「アメリカ巨大企業

社の組織変革 」『立命館経

る企業論の具体化」『立命館

社の組織変革 」『立命館経

社の組織変革（３・完）」『立

済学』第 巻第２号，

経済学』第 巻第３・４・

済学』第 巻第１号，

命館経済学』第 巻第２

年 月

年２月

年６月

年 月

年２月

年４月

年６月

号， ページ

「 社の組織変革 」

「 社の組織変革 」

「 社の組織変革 」

「 社の組織変革 」

「 社の組織変革 」

「 社の組織変革 」

「 社の組織変革 」

『立命館経済学』第 巻第４

『立命館経済学』第 巻第５

『立命館経済学』第 巻第２

『立命館経済学』第 巻第４

『立命館経済学』第 巻第５

『立命館経済学』第 巻第１

『立命館経済学』第 巻第２

号， ページ

・６号， ページ

号， ページ

号， ページ

・６号， ページ

号， ページ

号， ページ

年 月

年 月

年 月

年４月

年 月

「 社の組織変革 」

「 社の組織変革」『

「京都企業の組織改革―

究所紀要 ・京都工業を

「 社の組織変革（９

「現代日本の企業構造改

第２章， ページ

『立命館経済学』第 巻第４

運輸と経済』第 巻第９号，

立石電気のケース・スタディ

めぐる諸問題』 ペー

・完）」『立命館経済学』第

革」大藪輝雄ほか編『現代日

号， ページ

ページ

」『立命館大学人文科学研

ジ

巻第１号， ページ

本の資本主義』有 閣，

年２月

年６月

年 月

年５月

「現代の『技術革新』と

ページ

「現代日本企業の所有と

ページ

「 におけるグローバ

ネス・レビュー』

「日本企業のグローバリ

その歴史的位置」『立命館経

支配」『経済理論学会年報・

リゼーションの構造」一橋大

， ページ

ゼーション」磯村尚徳・立命

済学』第 巻第６号，

第 集』青木書店，

学産業経営研究所『ビジ

館大学人文科学研究所編

年９月

年 月

年 月

『世界の中の日本―日本

「情報化と産業構造の新

ージ

「世界システムと生産シ

「現代の技術革新と『国

『岐路に立つ国際秩序』

に期待されるもの』法律文化

しい見方」立命館大学『一般

ステム」『立命館経済学』第

際独占（寡占）資本主義』

法律文化社，第 章，

社， ページ

教育研究』別冊， ペ

巻第３号， ページ

の段階」田村悦一ほか編

ページ

（ ）



年

年８月

立命館経済

「コンピュータ産業の形成

学（第 巻・第３号）

―世界コンピュータ産業史 」『立命館経済学』第

年 月

年 月

年３月

巻第３号， ページ

「 時代のコンピュータ産

第 巻第４号， ペー

「 時代のコンピュータ

第 巻第５号， ペー

「ポスト・パクス・アメリ

化時代の日米関係』日本評

業―世界コンピュータ産業

ジ

産業―世界コンピュータ産業

ジ

カーナと生産システムの変革

論社， ページ

史 」『立命館経済学』

史 」『立命館経済学』

」関寛治ほか編『地球

年４月

年６月

年 月

年６月

「コース ウィリアムソン型

１号， ページ

「超 時代のコンピュー

学』第 巻第２号， ペ

「『協調ゲーム論』企業組織

巻第５号， ページ

「『組織的知識創造型』企業

第 巻第２号， ページ

企業組織モデルの検討」『立

タ産業―世界コンピュータ産

ージ

モデル（青木モデル）の検

組織モデル（野中モデル）の

命館経済学』第 巻第

業史 」」『立命館経済

討」『立命館経済学』第

検討」『立命館経済学』

年６月

年３月

年６月

年６月

「地球環境問題と企業組織

「湖南産業立地の国際化」

研究』文理閣，第２章，

「日本企業は組織的成長を

館産業社会論集』第 巻第

「『 世紀システム』と生産

ージ

」『環境研究』第 号，

立命館大学人文科学研究所編

ページ

いかに管理するか―企業グル

１号， ページ

システム」『立命館経済学』

ページ

『琵琶湖地域の総合的

ープの日米比較」『立命

第 巻第２号， ペ

年 月

年４月

年８月

年３月

「『 世紀システム』論とレ

巻第４・５号， ペー

「『アジア太平洋学』の可能

平洋のエポック』法律文化

ギュラシオン・アプローチ

ジ

性」立命館アジア太平洋研究

社， ページ

，

―

」『立命館経済学』第

センター編『アジア太

年４月

年７月

（ ）



（その他）

坂本和一 略歴・主要研究業績（坂本）

年９月

年 月

年 月

「大学組織のイノベー

（ 年度）』第１号，

「生きた大学自治・教授

治』のあり方（講演）」

会議報告』 ページ

「変貌する社会と大学の

るか― 世紀への大学改

ションのために（講演）」学

ページ

会自治―私立大学の経営革新

日本私立大学連盟『平成３年

自己革新（講演）」高等教育

革』機関紙共同出版，

校法人立命館『職員研修

と『大学自治・教授会自

度財務・人事担当理事者

研究会編『大学は生き残れ

ページ

年４月

年３月

年７月

年７月

「京都における大学のネ

科学技術センター・学

ページ

「 世紀の国際化社会と

同友会『同友おおいた』

「立命館大学における産

巻第７号， 年７月

「国際化の実験―立命館

ットワーク化―京都・大学セ

術研究都市部会報『

『立命館アジア太平洋大学』

年２・３月号，

官学交流の取り組み」日本学

号， ページ

アジア太平洋大学」 『現

ンター計画（講演）」大阪

』 ，

の役割（講演）」大分経済

ページ

術振興会『学術時報』第

代の高等教育』 年７

年 月

年２月

年３月

年１月

月号， ページ

「大学改革の理想（講演

「大学創造と社会的ネッ

「民間との連携による地

財団ライブラリー 『講

「これからの産学連携（

年１月号， ペ

）」『毎日新聞（西部版）』

トワーク（講演）」『全私学新

域振興―産官学連携による地

演集シリーズ８』 年３

座談会）」日本学術振興会『

ージ

年 月 日朝刊

聞』 年２月３日

域振興（講演）」ふるさと

月， ページ

学術時報』第 巻第１号，

年２月

年５月

年７月

年７月

「留学生の概念が変わる

年２月号， ペ

「別府をアジアにおける

ナル』 年５月号，

「アジア太平洋の未来と

号， ページ

「アジア太平洋の未来創

大学を創ります（インタビュ

ージ

交流・情報発信の拠点都市に

ページ

青年の役割（講演）」『東北財

造と九州国際化の役割（講演

ー）」『外交フォーラム』

（座談会）」『私学ジャー

経大学学報』 年７月

）」『みやざき経協ニュー

年７月

年８月

年 月

ス』 年７月号，

「『送り出す国際化』か

『カレンツ』 年７月

「グローバルに，ローカ

通商産業局『通産

「アジア太平洋の未来創

ページ

ら『迎え入れる国際化』へ（

号， ページ

ルにアジア太平洋の未来を拓

』 年８月号， ペ

造と九州の国際化が果たす役

対談）」日本航空株式会社

く（インタビュー）」九州

ージ

割（講演）」『佐賀経済同

（ ）



年 月

立命館経済

友』 年 月号，

「アジア太平洋の未来創造

ミット報告集』， ペー

学（第 巻・第３号）

ページ

と人材養成（講演）」『第７回

ジ

アジア九州地域交流サ

年 月

年１月

年１月

年１月

「 世紀を展望した学園の

『 』

「 世紀の新しい大学像を

年１月号， ８ページ

「立命館アジア太平洋大学

協会『電気と九州』 年

「ジャック・ウェルチを読

国際化―高等教育機関とし

めざして」九州地域産業活

に坂本和一学長を訪ねて（イ

１月号， ページ

み解く（書評）」『ダイヤモン

ての国際化の新段階」

性化センター『会報』

ンタビュー）」九州電気

ド・ハーバード・ビジ

年３月

年３月

年４月

ネス』 年１月号，

「アジア太平洋地域とのネ

『同友おおいた』

―

ページ

ットワークと の役割（

年２・３月号， ペ

講演）」大分経済同友会

ージ

―

年５月

年５月

年７月

年 月

「国際社会に通用する人材

学時報』 年５

「 ジャック・ウェルチ

号， ページ

「私の勉学時代（インタビ

「アジアの時代到来・育て

会）」『西日本新聞』 年

の育成を目指して（座談会）」

月号， ページ

の 戦略」『月刊産業と経済

ュー）」『関塾タイムズ』

九州国際派― ヴォー

月４日朝刊

日本私立大学連盟『大

』 年５月臨時増刊

年７月号， ページ

ゲル氏を囲んで（座談

年 月

年 月

年３月

年８月

「木下玲子と語る ―失敗

談）」『外交フォーラム』

「大学の活性化・留学生が

聞』 年 月 日朝刊

「国際スタンダードの大学

ページ

「ジャック・ウェルチは

を恐れずぶつかることから

年 月号， ページ

刺激―大分の立命館アジア太

づくりを目指して」『私学経営

をどう変えたか」『商工ジャ

真の交流が始まる（対

平洋大学」『日本経済新

』 年３月号，

ーナル』 年８月号，

年４月

年４月

年５月

ページ

「インタビュー」『創造おお

「留学生の勉学意欲の高さ

版大学ランキング』

「（巻頭言・私学論）日本

いた』 年４月号，

に日本人学生が圧倒される」

ページ

の大学の国際水準化をめざ

ページ

朝日新聞社『 年度

して」『 』

（ ）



年７月

年６月

坂本和一

「立命館アジア太平洋大

略歴・主要研究業績（坂本）

学開学４年目の軌跡」『月刊グローバル経営』 年６

年６月

年６月

年１月

月号， ページ

「日本の高等教育におけ

議会調査報告 ―２

ル化の中で』， ペ

「 年度入学政策―教

「学園の建学の精神を現

る留学生受入れの促進と課題

『これからの大学を考える―

ージ

学改革と入学政策の連携強

代化する立命館小学校の概

（講演）」日本経済調査協

世紀知識社会・グローバ

化にむけて」『 』

要について」『 』

年２月

年５月

「 の多角的事業展開

ページ

「大学評価の時代―国際

にあたって」『

」経営史学会編『外国経営史

水準の教育研究の構築をめざ

』

の基礎知識』有 閣，

して―大学評価室の発足

（ ）


